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交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土
を
築
く
た
め

交通
安全�
�
�
�
�
�
�
�
	

主
催
▽

猿
払
村
／
猿
払
村
交
通
安
全
運
動
推
進
連
絡
協
議
会

後
援
▽

猿
払
村
交
通
安
全
協
会
／
猿
払
村
交
通
安
全
指
導
員
会
／
稚
内
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
猿
払
支
部

　

交
通
事
故
が
身
近
な
問
題
で
あ
る

こ
と
を
意
識
付
け
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

猿
払
村
交
通
安
全
大
会
が
９
月　

日
、

24

猿
払
村
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
各
団
体
や
事
業
所
、
交
通
安

全
関
係
者
な
ど
、
約
１
２
０
名
の
参

加
者
は
、
交
通
事
故
０
（
ゼ
ロ
）
の

日
継
続
の
た
め
に
、
村
民
一
丸
と
な

っ
て
交
通
安
全
に
取
り
組
む
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
街
頭

啓
発
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と

り
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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　小山内和男氏は、昭和53年に猿払村交通安全
協会に加入され、自営の傍ら交通安全運動に従
事し、その活動から昭和62年に安全協会の理事
に就任、その後、副会長、現在は会長職にあり
ます。
　地域住民の交通安全に対する意識の高揚を高
めるため、行政と地域住民が一体となった交通
事故防止の啓蒙活動が必要と、自ら先頭に立ち、
村内各自治会に交通安全支部を設立させ、啓蒙
活動を推進されました。
　また、村内の道路環境整備についても村に働
きかけられるなど尽力されました。
　更に、地域住民の意識向上のために、村内各
学校児童生徒からの交通安全標語・作文等を役
場や公共施設等に張り出されたことで、交通安
全意識が村内全域に浸透しています。
　小山内氏をはじめ、交通安全協会のボランテ
ィア役員の熱意により、毎年、全村民あげての
交通安全大会を開催するなど、これらの功績を
高く評価され、授章されました。

猿払村交通安全協会長

�������  氏

��������	
�

　北海道の交通事故死者数は、平成
17年以降、３年連続でワーストワン
を回避しているものの、平成19年は
前年に比べ９人増え、６年続いてい
た減少記録も途切れてしまいました。
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愛知県
288人

愛知県
338人

愛知県
351人
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埼玉県
322人

愛知県
368人

埼玉県
369人��

東京都
269人

千葉県
266人

千葉県
305人

千葉県
332人

愛知県
362人��

千葉県
254人

埼玉県
265人
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大阪府
313人

千葉県
358人��

大阪府
248人

東京都
263人

東京都
289人

埼玉県
305人

東京都
320人��
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　無理な追い越しやハンドル操作の
誤りが事故につながるケースが見受
けられます。衝撃の大きさから死者
が出る重大な事故につながる確率が
高くなります。
　例えば時速80kmで固定された壁
に衝突した場合、高さ25ｍ８階建て
のビルから落下した場合と同じ程度
の衝撃を受けます。
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
『
猿
払

レ
イ
ン
ボ
ー
』
が
、
５
月　

日
開
催
の
『
サ

25

ン
ト
リ
ー
カ
ッ
プ
第　

回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ

29

ー
ル
小
学
生
北
北
海
道
大
会
稚
内
地
区
予
選

大
会
』
で
３
位
の
成
績
を
納
め
、
９
月　

日
21

開
催
の
『
第　

回
ふ
か
が
わ
カ
ッ
プ
全
道
小

19

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
』
に
出
場
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
道
大
会
で
の
初
戦
は
『
札
幌
Ｊ
Ｖ
Ｃ
』

と
の
対
戦
で
し
た
が
、
２
セ
ッ
ト
を
先
制
さ

れ
、
惜
し
く
も
初
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
（
写
真
▽
９
月　

日
、
全
道
大
会
出
場

12

決
定
を
、
村
長
に
報
告
し
て
い
る
様
子
。
）

�

�
　

９
月　

日
、
さ
る
ふ
つ
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

28

フ
場
に
て
、
猿
払
村
自
衛
隊
協
力
会
（
会
長

▽
井
上
勝
敏
）
に
よ
る
『
親
睦
交
流
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
悪
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

開
会
式
が
開
催
さ
れ
る
頃
に
は
、
雨
も
止
み

無
事
に
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
方
々
は
、
健
康
管
理

と
技
術
向
上
の
た
め
、
日
頃
か
ら
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
に
取
り
組
ん
で
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
皆

さ
ん
素
晴
ら
し
い
ス
コ
ア
で
次
々
と
コ
ー
ス

を
回
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
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月
１
日
、
猿
払
村
国
民
健
康
保
険
病
院

10
の
薬
剤
師
と
し
て
、
佐
々
木
正
さ
ん
が
着
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
人
の
コ
メ
ン
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

「　

年
間
の
病
院
勤
務
経
験
を
生
か
す
た
め

40
に
、
最
後
の
地
と
し
て
猿
払
村
を
選
び
ま
し

た
。
地
域
の
薬
剤
師
と
し
て
、
他
の
医
療
施

設
や
大
学
等
と
の
情
報
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

正
し
い
薬
の
使
い
方
、
健
康
食
品
を
含
め
た

健
康
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
心
掛
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
後
発
医
薬
品
の
問
題

提
起
、
高
齢
者
の
服
薬
量
減
少
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
」
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月
７
日
、
猿
払
村
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、

10
開
米
一
有
氏
を
講
師
に
猿
払
村
特
別
支
援
教

育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
宗
谷
ひ
だ
ま
り
の
会
に
つ

い
て
〜
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
〜
』
と
題
し
た
講
演
で
は
、
障
が

い
を
持
つ
人
の
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
開
米
氏
が
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
、
障
が
い
を
持
つ
人
々
の
集

い
の
会
で
の
『
障
が
い
者
の
社
会
参
加
と
自

立
』
や
『
就
労
訓
練
』
な
ど
、
障
が
い
を
持

つ
方
と
共
に
生
き
る
社
会
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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月
５
日
、
さ
る
ふ
つ
公
園
イ
ベ
ン
ト
広

10
場
を
会
場
と
し
て
、
猿
払
村
漁
業
協
同
組
合

主
催
の
『
第
６
回
秋
の
味
大
即
売
会
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
の
特
産
品
で
あ
る
海
の
幸
が
販
売
さ
れ
、

特
に
人
気
の
『
ほ
た
て
鮮
貝
』
は
、
即
売
開

始
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
見
ら
れ
る
ほ
ど
の
賑

わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
『
歌
謡
シ
ョ
ー
』
の
開
催
、

『
ほ
た
て
釣
り
』
ま
た
、
漁
協
女
性
部
か
ら

の
『
あ
き
あ
じ
鍋
』
が
無
料
で
提
供
さ
れ
る

な
ど
、
猿
払
村
の
秋
の
味
覚
を
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
猿
払
村
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、

10

10

濱
田
靖
弘
氏
・
横
山
孝
雄
氏
の
両
名
を
講
師

に
招
き
『
地
球
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』
が

開
催
さ
れ
、
現
在
の
地
球
温
暖
化
の
状
況
や
、

様
々
な
新
技
術
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
、
温
暖
化

の
要
因
と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
の
た

め
、
各
事
業
所
や
村
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識

の
向
上
と
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
村
で
は
、
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
検
討
委
員
会
に
よ
り
、
村

賦
存
の
バ
イ
オ
マ
ス
有
効
活
用
や
地
球
温
暖

化
対
策
等
に
つ
い
て
検
討
協
議
中
で
す
。
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　地域包括支援センターでは、高齢者や障害をお持ちの方が住み慣れた地域で生活
を続けるための介護予防対策から、要介護状態になっても悪化しないための介護や
医療のサービスまで、保健師やケアマネジャーが連携を取りながら介護・福祉・医
療などの様々な面から総合的に支援を行い、各種事業を実施しています。
　今回は、閉じこもり予防を中心に、日頃外出機会の少ない高齢者等が通う『介護
予防教室』の様子を紹介します。
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　平成20・21年度に猿払村が発注する建設工事の請負、設計・管理・調査及び測量
の業務委託、物件の製造・購入、物品等の契約に係る入札参加を希望される方は、
入札参加資格審査申請書の提出が必要になります。
　受付期間は、���������	
����������	
������の予定です
ので、お忘れのないよう提出してください。
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　旧天北線跡地である、道道猿払鬼志別線（10.8
km）が、10月31日（金）午前10時00分に全面開通
しました。（冬期間も除雪を行ないます。）
　これからの時期は、鹿との事故が多いことから、
安全速度を心がけて通行願います。

��������		

■平成20年10月10日撮影
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　猿払村防犯協会（増田平蔵会長）・猿払村交通安全協会（小山内和男会長）・稚内地区保護司会猿払
支部（水口孝一支部長）では、３団体の共同事業として第11回目となる青少年標語の募集を行いまし
た。猿払村が将来にわたり、犯罪や非行、交通事故や違反のない安全安心な村、地域であることを願
い、小中学生をはじめ、村民の皆さんや地域の意識が少しでも高まることを目的に実施しています。
　村内の小中学生の親子を対象に、今年度は６月２日から７月18日まで募集を行ったところ、126人
・202点の応募がありました。審査の結果、小学生11点、中学生10点を入選作品として選び、３団体の
役員が各学校を回って表彰状と副賞（図書カード）を授与しました。入選作品は、以下のとおりです。
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浜猿払小６年生小野真由美小野那生哉あいさつと　感謝の心を大切に
　　　　　　　　　　　笑顔あふれる　村づくり最優秀作品賞

浜猿払小２年生大谷　美貴大谷　飛鳥ありがとう　みんなが　えがおになる　ことば優秀作品賞

浜鬼志別小３年生鈴木喜代江鈴木颯史朗ちいきの目　いつもぼくらの　けいさつかん〃

浜猿払小５年生白川　　瞳白川　莉帆伝えよう　自分の気持ちを　両親に〃

浜猿払小５年生大谷　美貴大谷　京香ひろげよう　あいさつでつながる　地域の輪〃

���������������������

鬼志別小６年生橋本　　淳橋本　蒼葉わすれてない？　きちんと　カチンと　
　　　　　　　　　　　　　　　　シートベルト最優秀作品賞

浜鬼志別小４年生大嶋　麻希大嶋　海斗きこえますかパパ？　安全運転　家族の声優秀作品賞

鬼志別小１年生角田　裕美角田　智樹ヘルメット　つけて安全　自転車運転〃

鬼志別小２年生前川　和美前川　弥夢スピードおとして　違反ゼロ　エアコン消して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　エコ運動〃

鬼志別小３年生小山内恵子小山内比奈わき見する　ケータイ・メール　事故のもと〃

鬼志別小５年生阿部　孝代阿部　陽樹あぶないよ　しかの飛び出し　気をつけよう〃

�������������

２年生千葉つぐみ認め合い　信じてつくる　仲間の絆最優秀作品賞

３年生小松　　渚前を見て　新たにふみだす　第一歩　自分を変える　その勇気優秀作品賞

１年生石川　瑞季裏サイト　悪い心が　待っている〃

１年生久保　麗苑話そうよ　私はあなたの　友達よ〃

２年生角田　詩織ありがとう　誰でも使える　すてきな言葉（まほう）〃

�������������

１年生眞野　美黎デイライト　みんなで灯す　命の灯り最優秀作品賞

１年生阿部　賢人大事な命　守れる命　後ろの席でも　シートベルトを優秀作品賞

３年生木村　友哉気のゆるみ　それが事故への　第一歩〃

３年生佐藤　　翼暗い道　明るい服装　ピカシール〃

３年生小山内真菜急ぐとも　守れスピード　車間距離〃
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　10:00～猿払村交流センター

�
�

�������
　13:00～保健福祉総合センター
��������
　14:00～国民健康保険病院

�
�
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　13:30～保健福祉総合センター

�
�
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　18:00～拓心中学校

�
�

�������
　10:00～生活改善センター
���������	
�
　10:00～消防コミュニティーセンター
��������	
�
　10:30～生活改善センター
��������	
��
　12:40～生活改善センター

�
�

�������
　10:00～生活改善センター
���������	
�
　10:00～消防コミュニティーセンター

�
�

���������
　14:00～国民健康保険病院

��
�
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　10:10～知来別方面
����������
　15:30～農村環境改善センター

��
�

���������	
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　10:10～鬼志別小学校・芦野小学校

��
�

�������
　10:00～浜鬼志別小学校
　13:30～芦野小学校

��
�

�������
　13:00～保健福祉総合センター
���������
　14:00～国民健康保険病院

��
�

����������
　15:30～農村環境改善センター
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�
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　14:00～国民健康保険病院
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　10:00～浅茅野方面
�������
　11:00～保健福祉総合センター
����������
　15:30～農村環境改善センター
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　11:00～保健福祉総合センター
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　『ふるさと寄附金』は、ふるさと猿払村をこよなく愛し、
応援しよう！貢献したい！という気持ちを寄附というかた
ちにして贈る寄附金のことです。寄附をした場合に、寄附
金控除によって、所得税と住民税の軽減を受けることがで
きます。
　皆様からの寄附金は次の事業に活用いたしますが、どの
事業に充てるかは寄附される方が決めることができます。

��������	
��
������

��������	
���
��������


��������	
��
���	�����

��������	
��
��������
��

��������	
���
�������	����

��������

��������	�
��
������������

�������

��������	
��

　寄附金は原則5,000円から受け付けさせていただきます。
『寄附申込書』により、お申し込みをお願いします。
　①郵便②ＦＡＸ③電子メール④役場窓口へ直接のいずれ
かの方法で、役場総務課総務係までお申し込みください。
　電話等でご連絡をいただければ、寄附の申し込みに必要
な書類をお送りします。
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　納付書を送付させていただきますので村の指定金融機関
の窓口で納付してください。振込手数料はかかりません。
��������	

　振込口座の番号を郵送でご案内いたします。金融機関の
窓口でお振込みください。（振込手数料は、ご寄附される
方のご負担となります。）
��������

・現金書留による送金（郵送料等は、ご寄附される方のご
　負担となります。）
・役場窓口（総務課総務係）への直接持参
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��


　猿払村役場総務課総務係
　電　話：０１６３５－２－３１３１
　ＦＡＸ：０１６３５－２－３８１２
　E-mail：postmaster@vill.sarufutsu.hokkaido.jp
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　さるふつ公園前の遊歩道、暗くて不気味な
ので子どもも通るのを嫌がります。もし、不
審者がいた場合でも、ひと気が無いので助け
を求めても、まず気付かれないと思います。
　看板よりもう少し明るくして、安心して通
行したいです。
　村営住宅の階段、急すぎて踊り場が大分低
い位置にあるのでこわいです。
　長い階段の途中に、踊り場を設置して欲し
いです。知人が尋ねて来たとき、降りる時に
滑って危うく事故になる所でした。
　あと、窓枠も結露が激しくベージュのペン
キで塗ってある所が腐ってきています。
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　質問にあります、さるふつ公園の遊歩道と
は、地下歩道のことかと思います。この地下
歩道は、広報10月号のむらに一言でも記載の
とおり、国道を挟んだ海側の駐車スペースと
道の駅さるふつ公園施設を結び、歩行者の安
全と施設の利用促進を目的として設置された
ものです。
　この地下歩道の中央部には、海や自然を描
いた壁面をルミライトと呼ばれる特殊な蛍光
灯で照らし映し出しています。このルミライ
トは薄暗い明かりのため、気味が悪いと感じ
られる方もいらっしゃるかと思いますが、壁
画を映し出すための細工であるということを、
ご理解いただきたいと思います。
　万が一、地下歩道内で不審者に遭遇した場
合などは、外部に危険を知らせるボタンが各
箇所に設置されていますので、是非、知って
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おいていただきたいと思います。
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　公営住宅の階段について勾配が急であり、
踊場が低い位置にあるので、途中に踊場を設
置していただきたいとの要望と認識いたしま
した。
　現状の建物において、踊場を途中に設ける
ということは、階段の長さが伸びることとな
り、階段室を増築し鉄骨階段を製作しなけれ
ばなりません。
　ご質問いただいた方が、居住している棟だ
けでなく全ての２階建公営住宅を工事すると
なると、数千万円の費用が掛かると思われ、
現実問題として、踊場を設置することは不可
能と思われます。
　入居後のトラブルをなくすため、入居申し
込み時に担当者がご案内差し上げている理由
は、この様なところにございます。
　ただ、入居後様々な生活形態の変化が各入
居者にあることも事実であり、今後建設する
かもしれない公営住宅の建設には、今回いた
だいたご意見も参考にさせていただきたいと
思います。
　なお、窓枠についてのご質問についてです
が、居室内部の窓枠なのか階段室なのかが不
明ですので、建築係にご連絡いただければ、
早急に修繕したいと思います。
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107 358 182 176 知来別

197 584 296 288 浜鬼志別

68 175 79 96 浜猿払

46 99 55 44 浅茅野

45 167 84 83 浅茅野
台　地

38 57 33 24 小　石

118 264 138 126 鬼志別
(東町)

174 429 216 213 鬼志別
(西町)

112 238 124 114 鬼志別
(南町)

131 247 122 125 鬼志別
(北町)

8 18 7 11 豊　里

45 133 66 67 芦　野

24 56 31 25 猿　払

10 44 21 23 狩　別
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佐　

藤　

聡　

祐

     

　

く
ん

そ

う

す

け

９
月　

日
生
（
貢
一
・
千
晴
）

20

住　

所
▽
鬼
志
別
東
町

佐　

藤　

康　

弘　
さ
ん

若　

木　

明
日
香　
さ
ん

住
所
▽
鬼
志
別
東
町

猿
払
村
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

石　

井　

寅　

司　

様

【
一
般
寄
付
】

今　

井　
　
　

明　

様

住
所
▽
鬼
志
別
西
町

【
ふ
る
さ
と
寄
付
】
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　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で
働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、ア
ルバイト等を含む）に適用される北海道（地域
別）最低賃金が次のとおり改正されます。
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４位９分25秒港　　　亘　生２キロ
小学男子１・２年生の部

３位８分44秒港　　　大　起２キロ
小学男子３・４年生の部

阿　部　莉々香２キロ
小学女子３・４年生の部

阿　部　一　盛２キロ　親子の部
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　猿払村陸上少年団では、日本最北端平
和マラソン大会に向けて、長距離走の練
習を行ってきました。
　今年は、４名の団員が出場し、惜しく
も入賞できなかった団員もおりましたが、
出場者と大会成績をご報告します。

��������	
��
����
��������	
�

��������	
��

��������	
�

��������	
��
��������	
��

���������

浜　田　裕　佳１位
小学１・２年生の部

浜　田　公　佑２位

村　本　　　光３位小学３年生の部

阿　部　真　優３位小学４年生の部

中　山　桃　花１位
小学５年生の部

佐　藤　聖　也２位

堀　井　聖　真３位小学６年生の部
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浜　田　公　佑１位小学１・２年生の部個人

佐　藤　聖　也４位小学５・６年生の部個人

阿　部　真　優
山　口　楓　弥
浜　田　裕　佳
浜　田　公　佑
村　本　　　光

２位小学生低学年の部団体

堀　井　聖　真
小　泉　　　和
中　山　桃　花
上　林　ゆきの
佐　藤　聖　也

３位小学生高学年の部団体
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阿　部　真　優
中　山　桃　花
佐　藤　聖　也
上　林　ゆきの
堀　井　聖　真

優勝小学生団体
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猿払村（３）―名寄市風連（２）���

猿払村（４）―天塩町（２）���

猿払村（１）―名寄市（４）���

【２位】
阿部（真）・堀井（聖）・高橋・
佐藤（龍）・村本（翼）・後藤（圭）・
庄崎
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